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１．日本財団の概要

■体制

職員数：92名（助成金担当部門は約50名）

■事業規模

申請数：7,146件

助成数：3,475事業（約252億円）

※上記は2007年度実績。
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２．システム導入の経緯

1996年 8月 公式ホームページの開設

1997年 4月 社内LANの導入

1998年 4月 事業成果ライブラリーの公開

2000年 4月 システムNIPPONの稼働

2003年 3月 日本財団図書館の開設

2004年 10月 インターネット申請の開始

2005年 6月
9月

日本財団公益コミュニティサイトCANPANの開設
CANPANでブログサービスを開始

2006年 11月 CANPAN CSRプラスを開設

2007年 4月 助成事業でのCANPAN利用を導入

2008年 2月
6月
12月

日本公益図書館を開設
公益ポータル機能を開始（みんみんポータルと連携）
ネットでのクレジットカード決済サービスの開始
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３．システムの概要

＜日本財団の業務システム＞

名称：システムNIPPON（2000年導入）

（１）助成事業管理

（２）会計処理（助成金支払いも含む）

（３）決裁処理

（４）出張管理

（５）勤怠管理

（６）情報公開（ウェブサイト）

☆（１）～（６）までが連動したシステム
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４．背景とねらい

■背景

（１）日本財団自身の情報公開

（２）競艇の売り上げ減少＝日本財団の予算減

（３）ITの進化（特にインターネット）

■ねらい

（１）業務改善（情報共有と事務効率化）

（２）業務改革（情報公開と新規事業開発）
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５．導入時のポイント

■ポイント

（１）業務フローの統一化と一方通行化

（２）書類や事務手続きの簡素化

（３）権限の委譲と役割の明確化

■業務フロー

相談 申請 審査
助成
契約

進行
管理

完了 監査 総括
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６．インターネット申請について

■概要
・インターネットでの助成金申請を実現。（2004年導入）

・一度団体登録すれば、事業情報のみの入力で申請可能

・団体情報と事業情報が履歴として蓄積

・システムNIPPONとの連動（助成事業管理と連動）

・申請数の約４割がインターネット申請

■ねらい
（１）団体と財団双方の申請事務負担の軽減

（２）団体情報登録の無駄をなくし、有効活用
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７．CANPANとの連携
■CANPANの概要（http://canpan.info/）

（１）公益活動を情報で応援するウェブサイト（2005年開設）

（２）日本財団との関係に関わらず、公益に関わる全ての人、

組織を対象にサービスを提供

（３）コンセプト「信頼（公開）×共感（発信）→支援」

■助成金とCANPANの連携
（１）インターネット申請利用時のCANPAN登録必須化

（２）助成事業実施時のCANAPN利用必須化（2007年導入）

①団体情報の開示（団体情報開示機能）

②助成事業のプロセスを発信（ブログ）

③事業成果の公開（日本公益図書館）
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８．成果
■業務改善の成果

（１）事務効率は格段にアップ

・事務手続き工程：27工程→8工程

・作成書類：財団37種類→14種類、団体20種類→5種類

（２）情報共有は少しアップ

・共通システムの利用で部署を超えた共通言語化が促進

■業務改革の成果

（１）情報公開は格段に推進、事業管理にも変化

（２）新規事業開発は微妙・・・現場へは推進

・出張数：552件（2000年度）→817件（2007年度）



× 11

９．これから

■CANPANとの連携の推進

（１）事業管理方法の変化

・事業の進捗管理にブログを活用

・担当者の顔が見えることによる縁の広がり

（２）助成金＋αの支援（情報発信、ネット決済など）

■他の助成機関などとの連携
・中国ろうきんNPO寄付システム

・地域ファンド（みんみんファンド、とちぎコミュニティ
ファンド、地域資源循環システムちばのWA！） など
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ありがとうございました！
＜プロフィール＞
荻上 健太郎（おぎうえ けんたろう）

1973年米国ミシガン州生まれ（３５歳）
1998年日本財団に入会
ボランティア活動支援、国際協力プロジェクト担当を経て、現在はシステ
ム統括グループ情報コミュニケーションチームに所属。CANPANの運営、
主に、地域で地域を支える、地域ファンド、経営資源循環システムなどの
取り組みをウェブサイトで支える「公益ポータル」プロジェクトを担当。

また、日本を明るく元気にするため、公益活動を情報で支援する「公益活
動の情報志援士」を自称。助成金講座、情報発信・公開講座、ブログ活用
講座など、様々なテーマによる講座を全国各地を飛び回って実施中。

詳しくは、私のブログ「晴耕雨読」をご覧ください！
（http://blog.canpan.info/kaizokudan/）

＜連絡先＞
電 話：03－6229－5305
E-mail：k_ogiue@canpan.info 
ブログ：http://blog.canpan.info/kaizokudan/
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